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礼拝開始（10時30分）10 分前には席に着き、祈りの時間を

持ちましょう。一致の祈りは大きな力です。

来週の奉仕者
（9月 4 日）

今後の予定今後の予定-誕生者の方、おめでとうございます。新しい1年も祝福されますようにお祈り致します
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全本　みどり

　先日、ある出来事がありました。状況からい
うと私が相手に対して感情的になるには十分な
状況でした。けれど、その時、以前メッセージ
で語られた「手を放せ！」という言葉が思い浮
かびました。そして、「神様！今あなたが（相
手に）直接働きかけようとしておられることを
信じます！あなたに委ねます！」と心の中で祈
りました。すると、感情的な思いがまったく湧
き上がらない静かな心の自分がありました。こ
れは私の力ではなく、神様の力だと本当に感じ
ました。そして、「神様、私は何をすればいい
ですか？」と心の中で祈っていると、ただ黙っ
ていることを示されました。そして、しばらく
沈黙が続いた後、相手自らが謝罪の言葉を口に
し、一緒に祈りたいと言ったのです。そして、
一緒に手を取り合って祈ることができました。
神様が直接働かれたことを本当に感じました。
今まで「私が正さないといけない。」とか「私
は傷ついた！」とか…「私」ばかりの時は自分
自身が感情的になってしまい、うまくいきませ
んでした。けれど、今回のことを通して、まず
「私」を神様の前に手放した時、私の内にも相
手の内にも神様が完全に働かれる祝福を見るこ
とができました。ハレルヤ！！

「私はキリストとともに十字架につけられまし
た。もはや私が生きているのではなく、キリス
トが私のうちに生きておられるのです。」（ガラ
テヤ 2：20）

  ヨシュア６～１２　水９金１１

※1日 1章ですと約3年で通読できるペースです。

通読のツボ
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（８月２１日）

「してもらいたいこと」
                            ～ほんとうにしてもらいたいこと～ルカ6：20～38　Ⅱコリ5：15～17

ふるさとミーティング

誕生者のお祝い

　私たちは１週間どのような言葉を発してきたでしょうか。
周りの人の徳を高める言葉だったでしょうか。それとも相
手を責める言葉が多かったでしょうか。私たちは言葉を発
する前にどのような言葉を発するのか考えています。自分
の心が良ければ、良い言葉が出て、心が悪いと悪い言葉が
出てしまう可能性があります。それは私たちに委ねられて
いる部分です。
　　　ほんとうにしてもらいたいこと
　
　聖書には黄金律とよばれている大切な教えがあります。
その内容は『心を尽くし、思いを尽くし、知力を尽くして、
あなたの神である主を愛せよ。』『あなたの隣人をあなた自
身のように愛せよ』ということです。この２つの教えをさ
して「律法全体と預言者とが、この二つの戒めにかかって
いる」と表現されています。ここで律法全体と預言者は旧
約聖書全体を意味していました。イエスキリストは旧約聖
書をこのような端的な言葉で表現しました。今日読みまし
た聖書箇所は山上の垂訓とよばれている箇所であり、これ
も凝縮してみると黄金律で表現することができる箇所にな
ります。ルカ６章３１節「自分にしてもらいたいと望むと
おり、人にもそのようにしなさい。」とあります。では私た
ちはこの自分にしてもらいたいことを知っているのでしょ
うか。私たちは急に腹痛を覚えた時、どのようなことをし
てもらいでしょうか。ある人は休めるように布団をひいて
ほしい、ある人は病院に連れていってほしい・・・と違っ
た願いがあります。しかし根本は腹痛が治ることが本当の
願いではないでしょうか。このようにいろいろな願いはあ
りますが、本当の願いを分かっていないことが多いのでは
ないでしょうか。黄金律の２つ目である「隣人を自分と同
じように愛する」とは自分を愛していない人は隣人を愛す
ることができないという意味になります。自分の本当の願
いが分かっていない人は相手の願いも理解することができ
ません。ですから本当にしてもらいたいことを理解しなけ
ればなりません。
　　　①されたくない事?
　
　私たちは育ってくる中で自分に「してもらいたくないこ
とは周りの人にしない」という考えが大半ではなかったの
かと思います。自分にとって「〇〇してもらいたくない」
ということは被害者であることを示しています。〇〇される
と私は嫌だ、困るということです。それは自分中心です。
聖書ではこのような表現をしていません。私たちがしても
らいたいことを周りにしていくということです。私たちは
周りの人を驚かしたり、いたずらしたり、時に人を傷つけ
ることをしてしまいます。また、陰口、悪口など人に見え
ないところでしています。私たちは本当にそんなことがし
たいのでしょうか。「ロマ 7:15 私には、自分のしているこ
とがわかりません。私は自分がしたいと思うことをしてい
るのではなく、自分が憎むことを行っているからです。」と
あるように自分のしたいこととが分からないと何もするこ
とができません。人は育った時代によって人は変わるので
しょうか。これは当時のギリシャ人が書き残したものです。
…「だって昔に比べて人間のサイズが縮み、明らかに人間
の質が低下しているからだ！」「父は子と、子は父と心が通
わず、客は主人と、友は友とおりあわず、兄弟同士も昔の
ように親密な仲にはならない。親が年をとれば、子はこれ
を冷遇し、罵詈雑言を放ってそしるようになる。年老いた
両親に、育ててくれた恩義に報いることもしない。そして
強い者こそが正しいと考えるやからによって、互いの国を
おかしあう日が来るだろう。力が正義となり、『恥』という
美徳は失われる。……そうなれば人間には、悲惨な苦悩の
みが残り、災難を防ぐ術もなくなるだろう」これを読むと
分かるように、古代ギリシャ人にとっての「破滅の日」とは、
自然災害だとか、技術の進歩だとかによってもたらされる

ものではありませんでした。それは人間の心から「モラル
が崩壊する日」のことだったのです。…とあります。これ
は何を意味しているのでしょうか。愛がなくなることすな
わち自己中心になることを表現しています。だからこそ、
私たちにはイエスキリストの生き方を模範としなければな
らないのです。イエスキリストの生き方は自己中心ではあ
りませんでした。どのような時も自らの役割に徹していま
した。生まれた場所から十字架上で死に復活するまでです。
イエスキリストは自分にされたくないから行動していたの
ではありませんでした。私たちも自己中心からくる、「され
たくないこと」から行動することなく、愛を中心として行
動していきましょう。
　　　②あなたの心と願いを整える
　
　また私たちが目先のことだけで判断していたのでは正し
い願いを持つことはできません。それは私たちの見えてい
る範囲というものはとても小さいものだからです。そして
私たちの見る見方は自らが生きてきた中で経験した知識だ
けで判断していたのであれば、偏った見方になってしまい
ます。聖書では「人間的な標準」で人を見ることはしません。
とパウロは語っています。この人間的な標準とは私たちに
とって常識、普通とよんでいるものですが、これこそ、人
によって千差万別です。同じ人は一人もいません。私たち
はどのようにするべきでしょうか。「Ⅱコリント 5:16 です
から、私たちは今後、人間的な標準で人を知ろうとはしま
せん。かつては人間的な標準でキリストを知っていたとし
ても、今はもうそのような知り方はしません。 5:17 だれで
もキリストのうちにあるなら、その人は新しく造られた者
です。古いものは過ぎ去って、見よ、すべてが新しくなり
ました。」とあるように、私たちはキリストによって新しく
造られた者となり続けることが必要なのです。すなわち古
い価値観、私たちの常識を見つめ直し、聖書が伝えている
価値観に直していくのです。教会とは自分を見つめ直す場
所です。周りの人を裁くためではなく、自分の行動を振り
返り、悔い改めていくところなのです。そうしている中で
自分の人生における目的、役割が理解できて、心と願いを
整えることができるのです。
　　　③与える人生
　
　　それに気づけると私たちは与える人生になっていくこ
とができます。私たちは受けたことに気づけたから、与え
ることができるようになってきます。私たちが本当の愛を
知った時に、十字架における犠牲に気づけた時に、私たち
も周りの人を愛し、与えることができるようになっていけ
ます。聖書における「自分を愛するように隣人を愛する」
を実践するためには自分が高価で尊く、愛される存在であ
ることを受け入れる必要があります。そして与える人生へ
と変化させていきましょう。
　最後に
イエスキリストが歩まれた時代は旧約聖書の律法を守ること
が大切なことでした。イエスキリストはその律法を愛で示さ
れました。言葉では黄金律でまとめ、行いでは犠牲となりま
した。律法学者、パリサイ人たちは律法を守れない人を見下し、
優越性、卓越性を誇示していました。しかしイエスキリスト
の歩みはそのような人間的なものを破壊し、そして愛と犠牲
によって全人類の救いとなりました。目先にしか目が向いて
いないと真理を悟ることができません。私たちはどのような
歩みをするべきでしょうか。本当にしてもらいたいことを理
解し、それを隣人にしていくことがどれほど大事なのかを理
解し歩んでいきたいと思います。神を愛し、隣人を自分のよ
うに愛する歩みをしていきましょう。
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ソン・ソルナム
17:00 ～ in 岡南教会

ヨシュア記は事柄の年代についてほとんど記して
いません。従って、ヨシュア記の語っている歴史
的出来事の年代確定は、出エジプトの年代がいつ
であったかに関わってきます。伝統的には前 15
世紀、すなわち前 1445 年頃に出エジプトが行わ
れたと考えられています。いずれにしても、出エ
ジプト後、40 年に及ぶ荒野の旅の終り、指導者モー
セはすでに亡く、民イスラエルがヨルダン川東岸
に至って、川の向うに約束の地を望み見るところ
から、本書は始まっています。本書の中心人物は
確かにヨシュアですが主題はむしろ約束の「地」
にあります。本書は大きくは 2 部に分れます。第
1 部では「地」の征服（2-12 章）、第 2 部では「地」
の各部族への分与（13 - 22 章）に分けることがで
きます。ヨシュア記は土地取得をテーマとした「起
―承―転―結」の構造を成しています。序（1 章）
＝起、第 1 部（2-12 章）＝承、第 2 部（13-22 章）
＝転、結論（23 - 24 章）＝結、の構造です。この
ような経過を考えながら読み進めていきましょう。

牧　一穂　牧　師
行司佳世　伝道師
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　２日　淡中哲郎
　４日　秦野利昭
　　　　馬場孝太朗
　６日　澤口建太

　６日　平澤初実
　９日　高橋　司
１３日　石川美弥
１４日　西嵜真由美

１４日　富岡喜千朗
１８日　廣田彩香
２０日　斉田裕子
　　　　澤口来海

２１日　花房洋子
　　　　西嵜璃愛
２２日　山本淳平
　　　　平澤一浩

２５日　冨士本亮一
２７日　吉川由季

８月の誕生者


